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巻頭言 
 

会員の皆様へ 
この度桜水会の会長代行となりました

原と申します。自己紹介の前にまず、桜水

会にとり大切な方が亡くなられたことを

報告いたします。昨年 6 月には橋ケ迫会
長、そして今年 3月には鳥居太郎顧問が亡
くなられました。お二人は桜水会の発展の

為に多大なる貢献をされました、会を代表

し感謝いたしますと共に御冥福をお祈り

します。 
さて簡単に自己紹介します。昭和 44年
（1969 年）、当時の水産学科を卒業しま
した。故橋ケ迫会長とは同期生です。橋ケ

迫会長の後を黒澤副会長が会長代行とし

て引き継いだのですが、辞任されることに

なり私が会長代行を引き受けることにな

りました。私自身、桜水会運営に参加する

ようになってから初心者マークが取れて

おりません。今までの会長の実績を考えま

すと責任重大であり、また重荷ではござい

ますが、役割は全うする所存です皆様のご

支援をお願いします。 
一昨年より新型コロナ騒動の為に今年

に入って教職員、学生の学部内の活動が不 

 
 
自由で桜水会も総会を開くことが出来な

い状態となっております。おまけに日本大

学のトップの不祥事、教職員はもとより卒

業生在校生共に肩身の狭い嫌な時代にな

ったものです。 
2022 年は桜水会発足 70 周年になりま
すが、時節柄この記念すべき年にどのよう

に会として対応すべきか迷走せざるを得

ない状況にあります。この一年どの様な結

果になりますか不安ですがどうぞ皆様の

御寛容をお願いします。ネットで会報をお

届けするようになりましたが、その背景は

9500 名以上の会員に会報をお届けするの
は印刷代、郵送費等が多額になり、とても

現在の会費では賄いきれない事態となっ

たことにあります。皆様の御理解をお願い

します。 
校友会や桜水会の存在は、学生諸君には

学生課や就職指導課の派生位にしか印象

が無いようです。校友会や桜水会が学校と

卒業生、学生の交流、そして学生の支援を

行う存在である事を積極的に知らせる事

が今後の課題です。学生諸君に尋ねたいこ

とがあります。「学校に入ってどうだっ
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た？将来何をしたい？」その答えが桜水会

運営のヒントになるかもしれません。社会

で活躍されている会員（卒業生）の皆様方

には、学生時代に学んだことが仕事に繋が

っている方ばかりではありません。全く繋

がりのない仕事につかれている方も多い

でしょう。皆さまの活動をメール等でお知

らせ頂ければ、会報の中身が濃いものとな

ります。奮ってメールで近況、会に対する

ご意見をお寄せください。連絡のためのメ

ールアドレスは最終頁住所変更手続きの

項目に記載されています。 
最後に、現在メールアドレスをお持ちの

方は桜水会事務局あてお知らせ頂ければ

幸いです。 
(会長代行 原 博隆) 

 
職場便り 
 
新潟県内水面水産試験場 魚沼支場 

伊藤陽人 

 私は東京都狛江市出身で、学生時代は神

奈川県相模原市で生活していました。もと

もと淡水魚の飼育が趣味だったことから、

４年次は神奈川県水産研究センター内水

面試験場でお世話になり、卒論と実習をさ

せて頂きました。そして、2003年３月に学

部を卒業（50期生）し、東京水産大学大学

院（現東京海洋大学）に進学、前期課程修

了後の 2006 年に水産職として新潟県へ入

庁しました。本県に親戚等の縁はありませ

んが、学部時代の先輩や大学院時代の同級

生が先に入庁しており、特産の錦鯉など淡

水魚にも力を入れていたことから希望し

ました。これまでに行政職や海の生物を対

象とする研究職も経験しましたが、現在は

新潟県内水面水産試験場（以下当場）の魚

沼支場においてサケマス類の生産と錦鯉

の病気に関わる研究を担当していること

から、概要をご紹介します。 

本県には日本最長の信濃川をはじめと

する多くの河川が県内を流れ、2020 年に

おける内水面漁業の総水揚げ量は 407t に

なります。その内の約半数の 201t がサケ

となっています。これまで国産のサケマス

類と言えば、天然のサケや、養殖されたギ

ンザケやニジマスでしたが、近年は全国各

地でご当地サーモンが多く登場していま

す。そこで、当場でも新しいご当地魚とし

て「魚沼美雪ます」を開発し、卵の生産と

民間での生産支援を行っています。魚沼美

雪ますは、しっかりした身質とさっぱりと

した脂の乗りが特徴で、魚沼地域の飲食店

で食べることができます。新潟県以外でも

インターネット販売等で入手できますの

で機会がありましたらぜひご賞味下さい。 
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 一方の錦鯉は、2020 年の全国生産量の

半数以上を占める日本一の産地となって

います。錦鯉には色彩豊かな品種が数多く

いますが、当場では、これまでにはなかっ

た黄色と白色の錦鯉品種「黄白
き じ ろ

」を新たに

作出しました。まだ数は少ないものの小売

店への流通が始まっていますので、興味の

ある方はぜひお探し下さい。また、錦鯉は

世界各地に輸出され、新潟県の農林水産物

の中でも重要な輸出品目となっています。

輸出される錦鯉は、コイヘルペスウイルス

（KHV）病など特定の病気にかかっていな

いことが相手国に求められます。そこで、

相手国により信頼される錦鯉の輸出を行

うため、私を中心に KHV 病の新たな検査技

術の開発を試みています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの通り、当場は地域に密着した課

題の解決に取り組んでおり、専門性を活か

した職業として大変やりがいがあると感

じています。コロナ禍で直接の交流が難し

い状況ではありますが、本県のサケマス類

や錦鯉を通してどこかで皆様にお会いで

きることを願っています。 

（第 50期） 

マルハニチロ株式会社 
土田 新 

2004 年に日本大学生物資源科学部を卒

業し、早いもので 18年が経ちました。昨

年は、現在海洋生物生理学研究室で専任講

師をされている同期の澤山先生からの依

頼で、新入生を対象とした卒業後の進路や

現在までのキャリアをテーマに少しお話

をさせて頂く機会をもらい、久しぶりに母

校を訪ねることができました。 
 私の経歴について少しお話しますと、本

学科の海洋生物機能化学研究室（現 生物

機能化学研究室）を卒業後、東京海洋大学

大学院 生体物質化学研究室にてフグ毒

の研究を行いました。 
 就活は、なかなか上手くいきませんでし

たが、たまたま飲んでいた豆乳の会社に電

話したところ、幸運にも採用を頂きました。

会社では、研究か商品開発を担当すると思

っていたところ、配属先は、営業職でした。

ある日の朝礼で会社が特許を取得したこ

とを知ったことがきっかけで、知的財産

（以下、知財という）に興味を持ち退職、

その後、なんとか弁理士（特許出願等を代

理する専門資格）に合格できたことで、知

財業界への道が開けました。 
資格取得後は、特許事務所にて、主に国

内外の特許出願から権利化のサポート、と

きどき商標等の特許以外の知財のサポー

ト対応も経験しました。 
 しかし、特許事務所では、出願から権利

化までが中心で、クライアントの特許取得

後の権利の活用について関わることはな

かなかありません。一方、最近では、知財
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経営等の言葉も身近になり、出願相談の中

でクライアントから知財活用についての

質問が出ることも珍しくなく、企業内にお

ける知財活用に興味を抱いていたところ、

マルハニチロ株式会社が知財ポジション

を募集していることを知り、２０１９年４

月に約１０年振りに食品業界に戻りまし

た。業務としては、特許出願から権利化対

応、知財教育、ライセンス、知財戦略対応

などなど、社内における知財課題全般を扱

っています。 
 発明者の方との打ち合わせでは、以前の

食品メーカーでの営業時代の話をきっか

けに、話がスムーズに進むこともあり、前

職の営業経験も無駄にならないと感じた

りもします。 

 気が付けば早くも３年が経ち、社内にお

ける知財の浸透が進む一方で、さまざまな

課題も見えてきました。新型コロナウィル

スの影響で直接発明を見ることが出来な

いこともありますが、逆に家にいながらで

もリモート会議を活用することにより遠

く離れた工場や研究所の方とも簡単に打

ち合わせが出来る環境が一気に整いまし

た。課題は山積みですが、社内における知

的財産の活用に向けて、一つ一つ進めてい

きたいと考えています。 
 

（第 51期） 

 
日本ベーリンガー 

インゲルハイム株式会社 

山本朋之 
私は、海と山に囲まれた鎌倉で育ち、子

供のころから海を身近に感じながら育っ

たことから日本大学の海洋生物資源科学

科に進学し、2006 年 3 月に、海洋生物機

能化学研究室（現 生物機能化学研究室）

の内田直行先生と森司先生（現 同研究室

教授）のご指導の下、同学科を卒業致しま

した。 

大学卒業後、医薬品開発に関わる臨床開

発という業界に就職し、様々な業務を経験

しながら仕事の幅を広げることで、日本ベ

ーリンガーインゲルハイムの研究開発部

門のプロジェクトマネージャーとして仕

事をしております。（2021 年 8 月学科講

演当時） 

ベーリンガーインゲルハイムは、ドイツ

にグローバル本社があり、医療及び動物用

医薬品の研究開発・製造販売を行っており、

日本での医療用医薬品の研究開発・製造販

売を担っているのが日本ベーリンガーイ

ンゲルハイムです。 

医薬品の研究開発には、無機・有機化学、

分析化学、細胞生物学、薬物動態、臨床科

学、統計解析学など非常に幅広い最先端の

専門知識と技術が求められます。また、開
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発される医薬品の有効性や安全性を確保

するための国際基準や法律などの専門知

識も必要とされます。さらに、現在の医薬

品の開発は欧米やアジアを含め数十か国

で同時開発されるため、英語でのコミュニ

ケーションも日常的に求められます。この

ため、一つの医薬品が患者さんの手に届く

には、国内外含め数千人の専門家が関わり、

10 年以上の期間が費やされることも珍し

いことではありません。 

現在私が担当しているプロジェクトマ

ネージャーという仕事は、国内外の様々な

専門家同士の協力体制を強化し、開発予算

や数年にわたる業務スケジュールの調整

を行いながら、一日でも早く病気で困って

いる方々がお薬を手にされることです。医

薬品の開発は、十分な効果が得られること

はさることながら、非常に高い安全性が求

められるため、中止となるプロジェクトも

多く、努力が報われないと感じることも少

なくありません。一方で、本当に困ってら

っしゃる患者さんやそのご家族に薬をお

届けでき、その方々の人生に笑顔を取り戻

せたといった声をいただけた時は、何事に

も代え難い喜びがあり、今の仕事を選んで

よかったと感じます。 

医薬品の仕事、特に研究開発といった領

域は医学・薬学の専門性が多く関わってい

るため、私のように海洋生物学専攻の方と

お仕事をご一緒する機会は多くありませ

んが、分析化学や生化学、生物学といった

共通している分野もたくさんあります。学

生の皆さんには、自分で自分に限界を設け

ず、視野を広く持って、何事にも挑戦して

もらいたいと思います。どんなことでも、

好奇心をもって自分で考え、行動する努力

を続ければ、きっと道は開かれます。 

最後に、私の講演や職場便りを、皆さん

の今後の学生生活や就職活動のお役に立

てていただければと思います。 

（第 55期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社ファンケル美健 
佐藤友彦 

2019 年三月に日本大学生物資源科学部

を卒業し、3年が経ちました。昨年は、私

の出身研究室教授、森司先生に生物資源科

学概論の講演という貴重なお時間をいた

だき大変うれしく思います。この場を借り

て御礼申し上げます。また、生物資源科学

概論を通じ、少しでも在学生の進路のお力

添えできていたらと願っています。 



 6 

私の経歴としましては、生物資源科学部 

海洋生物資源科学科に入学後、生物機能科

学研究室に森先生の下、大学院までの 3年
間ご指導を賜りました。研究内容は養殖魚

のアマゴをモデルに、遺伝子組換えがミト

コンドリア遺伝子に影響を及ぼすのでは

ないか？というテーマを追っていました。

研究時代では、答えがないものにがむしゃ

らに挑戦することで見えてくる世界を知

ることができ、研究の本質を肌で感じるこ

とができました。 
卒業後の進路は、様々な興味のある会社

にエントリーしていましたが、世の中では

健康寿命を延ばすことが社会問題とされ

ている為、サプリメント市場が今後、注目

される事が期待されると思い、サプリメン

ト市場に焦点を当てて就活をしていまし

た。その結果、弊社に就職することができ、

現在に至ります。 
弊社ファンケルグループの簡単な紹介

をしますと、化粧品とサプリメントの“二

刀流”の会社で、「不」の解消。を目指し、

正直品質をスローガンに掲げています。主

力製品としては無添加化粧品(マイルドク

レンジングオイル)やダイエットサプリ

(カロリミット等)となっています。 
現在の業務内容としては、去年の四月か

ら静岡県三島市にサプリメント専用工場

が新設され、その新工場の立ち上げを行っ

ています。立ち上げ内容としては、新規機

械の導入から安定稼働が主な業務です。新

工場の立ち上げは、全てがゼロベースから

のスタートで、課題が山積していますが、

工場稼働から一年で安定稼働を実現する

ことができました。 
最後に卒業してから丸三年が経ち、新た

な環境で、新工場の立ち上げという仕事を

しています。研究時代に身に着けた、分析

力や物事の考え方など、今の仕事でとても

生きています。今まで培ってきた学びはど

こでも活かすことができ、自分次第でどん

なことにも挑戦できることを社会人とし

て痛感しています。 
今後も、今まで学んできたこと、これか

ら学ぶことを生かし、コロナや戦争など厳

しい世界情勢の中でも負けず、生き抜ける

よう、そして間違った情報に振り回されぬ

よう、日々考えながら行動するように心が

けています。 
（第 68期） 
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研究室便り 
 
海洋生物生理学研究室 
 
今年度は連日のように母校が報道され

る事態に陥り、卒業生の皆様は様々な気

持ちを抱いておられたのではないかと思

います。ご心配をおかけしていること

を、一教員として申し訳なく思います。 
そんな中でも、昨年度のように研究活

動が制限されることがほぼなくなり、研

究室には以前のような日常が戻ってきま

した。我々も周囲の雑音に惑わされるこ

となく、なすべきことをすべく研究活動

に励んでいます。澤山先生はアクティブ

に研究を展開しており、今年度も学生た

ちと取り組んだテーマも含め、魚類の集

団構造や育種に関わるいくつかの優れた

論文を公表しました。朝比奈先生は変わ

らず魚の飼育を伴う研究を指導していま

す。私（鈴木）は脊椎動物横断的な水分

保持機構を解明するプロジェクトにイル

カ部門担当として参画したりしていま

す。 
今年度、学部生たちはそれぞれのスタ

イルで研究に取り組み、18名が無事に卒

業まで辿り着きました。また、博士前期

課程を終えた学生も 2名いました。小柳 
雅君が「瀬戸内海しまなみ地域に生息す

る海棲メダカの保全遺伝学的研究」、花

房史輝君が「鯨類アルブミンの発現と機

能に関する基礎的研究」という題目で、

それぞれ修士論文を発表しました。 
さらに、２名の学生が博士後期課程を

修了しました。喜納泰斗君が「アカエイ

（Hemitrygon akajei）における子宮乳の成
分とその合成機構の解明」、鈴木亮彦君

が「飼育下鯨類の腸内細菌叢の解明と腸

内環境改善に向けた有用性細菌株の取

得」という題目で、それぞれ学位を取得

しました。いずれも後輩の面倒もよく見

つつ、長期にわたって意欲的に研究に取

り組み、充実した内容の学位論文を書き

上げて、審査員の先生方からも高評価を

いただきました。私（鈴木）が初めて受

け持った博士後期課程の学生だったこと

もあり、学位認定に関わる全てのステッ

プを終えた時には「肩の荷が降りる」と

はこういうことかと実感しました。ま

た、ぶれずに研究に邁進する若人の姿に

私の方が励まされていた気もします。両

者ともにポスドクとして新天地に向かい

ましたが、この先も研究を続けていける

ように頑張ってほしいと思います。 
コロナ禍で卒業生の皆さんが研究室を

訪れる機会がぐっと減り、少し寂しいで

すが、それぞれの場所でそれぞれに元気

に過ごされているだろうと想像していま

す。本館でサーモグラフィーによる体温

チェックを受ければ訪問可能ですので、

近くまで来られた際には、ぜひ研究室に

お寄りください。 
（鈴木） 

 

海洋環境学研究室 
 
卒業生の皆様には、時下、益々ご健勝の

こととお慶び申し上げます。 
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令和 3 年度の本研究室の構成は、荒 功
一教授、小糸智子専任講師、廣海十朗特任

教授の教員 3名、大学院研究生 1名、大学
院博士前期課程 2年次 1名、4年次学生 15
名でした。 
これまで約 20 年にわたり本学科の非常

勤講師をされ（海洋環境保全・修復学など

を担当）、大学院研究生として所属してい

た中瀬浩太氏〔第 31期、旧：魚類学（現：

海洋生物生理学）研究室出身、五洋建設

（株）〕が今年度、『海草群落の再生に向

けた保全・修復学的研究－物理条件より評

価した海草群落の分布条件－』という論文

題目で博士（生物資源科学）を取得されま

した。学位（博士）論文は、中瀬氏が 30年
以上にわたり業務で携わってきた内容（こ

れまでに著書8編、学術論文58編を発表）
をまとめ上げたものであり、全 213 ページ

（図 148枚、表 25枚を含む）からなる集
大成となりました。学位（博士）取得に際

し、中瀬氏がこれまでに辿ってきた全ての

過程（時間、労力、気力、人脈....）に対し、
最大の敬意を表します。 
荒教授は、2000年 12月より継続して 21
年目となる『相模湾における沿岸生態系動

態の解明（プロジェクト“SHONAM”）』を
大学院生 1名、学部 4年次学生 13名とと
もに実施し、同海域の物理・化学環境特性

や各種プランクトン群集（一次生産、ピコ

～メソサイズの全ての生物群）の生産性と

栄養動態などを精力的に調査しています。

現場（乗船）観測は、東京オリンピックの

セーリング競技開催のため 7 月後半に一

時休止となったものの、それ以外何とか継

続することができました（相模湾定期観測

第 465～487 回目を実施）。2021 年には、
黒潮系沖合水の相模湾内への進入がこれ

までで最も高頻度・長期間となり、また近

年進行している貧栄養化により相模湾沿

岸域での栄養塩環境と低次生態系が変化

しつつある状況を捉えています。例年 8月
に下田臨海実験所で実施してきた海洋環

境学実験は、新型コロナ感染症の影響によ

り昨年度に引き続き今年度も下田での実

施を見合わせ、代わりに相模湾江の島沖の

沿岸域で規模を縮小して行いました。 
小糸専任講師は 2 年次担任となりまし

た。2年次はカリキュラムの中で学生実験

が大きなウエイトを占めるのですが、全て

対面で実施することができて安堵しまし

た。サークル活動などは相変わらず制限さ

れているので、いわゆる“大学生らしい”

キャンパスライフには程遠いものの、大学

に来る機会も増え、ようやく理系大学らし

い生活を始められたと思います。 
卒業研究では、新江ノ島水族館に大変お

世話になった 1年でした。水族館もコロナ
禍で大変な状況にも関わらず、快く対応し

ていただきました。おかげで貴重なサンプ

ルをお借りして分析することができまし

た。新江ノ島水族館のバックヤードにお邪

魔すると必ずと言っていいほど本学の卒

業生に遭遇します。学生の時分に比べて洗

練された姿を見ると、社会人として鍛えら

れ、充実した日々を送っていることが伺え

て感慨深いものがあります。 
 今年度の本学科海洋生物資源応用コー

ス（JABEE対応コース）の技術者教育の一
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環である特別講義（3 年次、前期）では、

市橋 理氏〔第 37期、アジア航測（株）〕

が 7月 16日（金）に『環境コンサルタン

トの仕事 ～自然と災害～』、宮下一明氏

〔第 38期、（株）東京久栄〕が 7月 23日
（金）に『環境アセスメント業務における

技術士の役割』、中瀬氏（上記のとおり）

が 7月 30日（金）に『企業内技術士とし
ての活動について』という標題で講義しま

した。今年度の特別講義は、全て通常どお

りの対面型で行われました。 
来（令和 4年）年度は、上記の教員 3名
（廣海特任教授の最終年度）、大学院博士

前期課程 3年次 1名、4年次学生 15名と
なります。 
来年度は外部の方の入構規制が多少緩

和されると思いますので、卒業生の皆様が

湘南（藤沢）キャンパスの近くへお立ち寄

りの際には、まずは教員へご一報ください

ませ。是非とも海洋環境学研究室にお越し

頂き、後輩達を叱咤激励して頂きますよう

宜しくお願い申し上げます。 
（荒・小糸）  

 
増殖環境学研究室 

 

 2021年度の増殖環境学研究室は、教員 3
名（糸井、周防、杉田）、研究員 1名、大
学院生 7名（博士 3名、修士 4名）、学部
4 年生 21 名、合計 32 名で活動しました。
2020 年度に引き続き、新型コロナ感染症

の影響により様々な活度に制限を強いら

れる中で研究室活動を行いました。なかな

か明るいニュースを探すのが難しい世の

中ですが、我々の研究室では、着任 3年目

の周防先生が助教に昇格され、研究に、講

義に、学生実験にと、これまで以上に活躍

された 1 年だったのではないかと思いま
す。本学科は、年度末に開催された令和 4
年度日本水産学会春季大会の担当校にな

っており、ここでも杉田先生は大会副会長、

糸井と周防先生はプログラム委員として

活動し、大会を円滑に実施することに貢献

できたのではないかと考えています。 
 研究室では、ここ最近は 6月に長崎大学
の練習船・長崎丸に乗船させていただき、

沖縄本島、西表島および石垣島の調査を実

施していましたが、2年続けて中止せざる

を得ず、本学下田臨海実験所や東京海洋大

学の大泉ステーションで実施していた実

習も引き続き中止しました。さまざまな行

事を例年通りに行うことができませんで

したが、10 月に学生実験（増殖環境学実

験）を対面で実施し、続く 11 月には海洋

生物資源科学実習の一環として鵠沼海岸

で地曳網を実施することができました。地

曳網では、久々に研究室メンバーが集まっ

てフィールドを体感できたのではないか

と思います。また、フグやヒラムシなど、

現在の研究活動の中心となるテーマに関

わる試料のサンプリングについては、昨年

度に引き続き何とか認めていただき、実施

することができました。 
 このように、何とか研究活動は行うこと

ができ、着実に研究データを得ることがで

きました。昨年度から投稿していたフグ毒

による二枚貝の毒化に関する論文ついて
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も、Aquatic Toxicology 誌に掲載されるな

ど、大学院生および 4年生の取り組みによ
り得られた研究成果は、世界へ向けて公表

されています。これらの成果は、2022年 2
月 4日に実施した卒業研究発表会、2月 8
日開催の修士論文発表会で披露されまし

た。なお、増殖環境学研究室の卒業研究発

表会は、対面で実施されたのですが、糸井

は新型コロナ感染症の濃厚接触者となっ

てしまい、研究室でただ一人、オンライン

で参加しました。今年度も、非常に限られ

た時間で研究活動を行い、成果をまとめる

ことが求められましたが、大学院生および

学部 4年生ともに、大きく成長されたので
はないでしょうか。 
 今年度は、2部屋に分かれて学位伝達式

が執り行われ、増殖環境学研究室所属では、

4年生 21名、大学院修士 2年生 1名が新
天地に向かって飛び立っていきました。皆

さんの社会での活躍をお祈りいたします。 

（糸井） 

 
海洋生物資源利用学研究室 

 
令和３年度より松宮政弘先生に代わり、

利用学研究室の研究室便りを執筆させて

いただきます、福島英登と申します。平成

27 年度より当研究室に移り、来年度で 8
年目を迎えるところです。専門は水産食品

化学、タンパク質化学で、魚肉練り製品、

魚介類の冷凍耐性、乳化や通電加熱などの

新規加工技術などを研究テーマにしてお

ります。研究室の運営に関しては、コロナ

禍の難しい時期でのバトンタッチとなり

ましたが、今までの良い方法を踏襲しつつ、

適宜松宮先生とご相談しながら進めてい

ます。どうぞよろしくお願い致します。 
令和 3 年度の研究室所属学生は大学院

博士前期課程２年次２名、４年次学生 15
名でした。本年度は博士前期課程の西山由

真さんが、「論文題名：イカ類外套膜を原

料としたユニバーサルデザインフードの

製造条件に関する研究」、同じく博士前期

課程の山口雅司君が、「論文題名：クロマ

グロの成長に伴うミオグロビン含量およ

び遺伝子発現量の変化」で修士課程を終え

ることができました。4年次学生も全員卒

業研究発表を終え、それぞれが新たな進路

に向かう準備が出来ました。令和４年度は、

４年次学生 16名、松宮政弘特任教授、福

島の体制でスタート予定です。 
令和 3 年度は新型コロナウイルス感染

防止の制限がやや緩和され、研究室の活動

（卒業研究、演習 Iおよび II）はほぼ例年
と同様に実施できました。また学内での食

品加工実習は夏季にポークソーセージ、冬

季にサバ水煮缶詰を製造することができ

ました。皆が楽しみにしていた食品加工工

場実習は、例年お世話になっている工場

（キリンビール横浜工場、サントリー武蔵

野ビール工場）が再開せず、残念ながら見

送ることとなりました。これに代わる新た

な試みとして現在、共同研究をさせていた

だいている一正蒲鉾株式会社（本社：新潟

市）のご厚意により、製造現場のオンデマ

ンド見学を 3年、4年生合同で実施致しま
した。工場で製造される商品のご送付や、

学生からの質問に丁寧にご回答いただく
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など、一正蒲鉾様のご協力に深く感謝申し

上げます。 

 
 
新 4 年次学生は卒業研究発表会に参加

後、各自が令和 4年度より開始する卒業研

究テーマの分野を決め、学生実験（2年次：

水産利用学実験）の担当実験も含めて、す

でに上級生からの引継ぎを終えておりま

す。また、現 4年次学生も卒業研究論文の

修正を終え、卒業式を迎えるのみとなりま

した。新年度からは卒業研究活動・演習・

実習に加え、座学などの授業に関しても基

本対面で実施される予定です。ここ 2年間

は中止となっていたスポーツフェスタや

学園祭などの行事も実施予定となってお

り、またサークル・部活動も通常に近い状

態で行えるようです。皆さまもキャンパス

に足を運ばれる機会が増えると思います

ので、その際には、研究室にも是非お立ち

寄りください。卒業生の方々とお会いでき

るのを楽しみにしております。 
 
 
 

 
（福島） 

 
魚群行動計測学研究室 

 
 昨年に引き続きコロナ禍で制約を受け

た１年となりました。ただし、講義は通常

の講義室での対面方式が可能となり、実

験・実習も密を避けながら辛うじて行える

ようになったことが、昨年度と異なる点だ

ったでしょうか。しかし宿泊を伴う実験・

実習は自由に実施することは叶わず、フィ

ールドでの実験でデータを取得予定だっ

た修士論文や卒業研究にも大きな影響を

及ぼすこととなりました。そのような中、

ちょうどコロナ感染が下火になっていた

11 月下旬に、北海道大学のおしょろ丸に

よる１週間の実習航海を実施することが

出来ました。下田臨海実験所でのすざき 2
世を使った乗船実習も行っていない中、大

型練習船による航海実習が行えたことは、

特に過去 2年間、実習らしい実習が体験で

きなかった４年生にとっては、貴重な体験

となったと思われます。本年度も 4 年生
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は、各自の努力の成果として卒業研究を完

成しました。10 年程前まで課していた分

厚い卒業論文の作製は、提出しないまま、

あるいは添削後逃走する学生が増えてい

たことから、現在では見開き２頁のみの研

究要旨を提出させて研究室で１冊にまと

めて、これを卒論代わりとしています。残

念ながら、このような要旨ですら完成に至

らない学生が出始めており、研究室での教

育と研究の在り方を再考させられる時代

になりつつあります。答のない課題に取り

組み、その過程で様々な工夫をしつつ研究

をやり遂げることで完成させる卒業研究

は、得られた結果だけでなく、苦労して完

成に漕ぎ付けるという過程が、これから生

きていく人生の糧にもなると考えている

のは教員だけかもしれません。学生の就職

については幸い、全員が希望する会社に採

用が決定しています。卒業後も健康で幸せ

な毎日を過ごされるとともに、新たな環境

に一日も早く慣れて社会で活躍されるこ

とを祈念しております。  
 悲しいお報せがあります。当学科が未だ

世田谷区下馬に在った時代の卒業生であ

る、上平正人さんが昨年 8月 21日に骨髄
異形成症候群という難病で闘病１年の末、

亡くなられました。コロナ禍でもあったこ

とから、葬儀は密葬で執り行われたとのこ

とです。上平君は卒業研究で、バイオテレ

メトリーを用いたシロサケの行動追跡を

北海道知床半島で行いましたが、荒波の中

わずか５トン程の漁船で１週間にわたる

シロサケの追跡を、船酔いに苦しみながら

取り組んだことが懐かしく想い出されま

す。卒業後はヒマラヤに遠征するなど、登

山家としての活躍もされておられました。

ご子息の成長が楽しみであったろうし、未

だ々々やり残したことがたくさんあって、

さぞ無念であったかと思います。心よりご

冥福をお祈り申し上げます。 
 最後になりますが、当研究室に赴任され

て早 10年になる、牧口祐也専任講師が４

月より准教授に昇格されることになりま

した。学生に対する熱心な指導と顕著な業

績および研究に対する情熱が認められて

の快挙です。今後も引き続き、益々のご活

躍をされて研究室と学科の発展に貢献さ

れることを祈念しつつ、研究室紹介とさせ

ていただきます。 
（小島） 

 
水族生態学研究室 
 令和3年度の所属学生は、大学院生1名、
学部 4年生 20名、学部 3年生 22名の合
計 43名でした。今年度もコロナ禍が続い

ていたため、学生達の研究室活動には多く

の制約が課されていましたが、そうした状

況下でも多くの学生達がしっかりと修士

研究・卒業研究に取り組んでくれました。 
 大学院生の瀧澤君が取り組んでいる修

士研究は、千葉県の印旛沼流域におけるカ

ミツキガメの摂餌生態に関する研究です。

カミツキガメはアメリカ大陸からペット

として持ち込まれた特定外来生物です。本

種は印旛沼周辺で顕著に増加しておりま

して、近年、千葉県による駆除活動が進め

られてきました。瀧澤君は、カミツキガメ

の摂餌生態が生態系や内水面漁業に及ぼ
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す影響を明らかにするため、千葉県により

駆除された検体の胃内容物分析や安定同

位体比分析を実施しています。この研究は、

文部科学省による科学研究費助成事業で

採択された課題の一端をなしておりまし

て、現在すでに多くの興味深い成果が得ら

れています。一年後の修士論文発表会で面

白い発表をできるものと期待しておりま

す。 
 今年度の卒業研究としましては、メジナ

類、アユ、ハゼ類、サメ類、カメ類など、

研究室として従来から焦点を当ててきた

生物が主要対象となっておりました。コロ

ナ禍の中でも 4 年生達は熱意を持って卒

業研究に取り組んでくれましたので、こう

した主要対象生物について多くの興味深

い研究成果が得られました。次年度も、こ

うした生物に関する研究を進め、成果を積

み重ねていきたいと思います。 
 最後になりますが、本年度もフィールド

活動や水の生き物が好きな人が多く集ま

ってくれましたので、コロナ禍のストレス

がかかる中でも研究室の雰囲気は一年間

を通して良好でした。次年度の学生達にも

良い雰囲気で修士研究・卒業研究に取り組

んでもらえるよう、指導教授として尚一層

の研鑽を積みたいと思います。変わらずご

支援頂けますよう、謹んでお願い申し上げ

ます。 
 

 
 
 

 

 
（髙井） 

 

生物機能化学研究室 
 
我々が生物模倣から学べるものを考える 
 
バイオミメティクス(生物模倣)という

研究がある。生物が長い間生き延びる為

に手に入れて来た合理性を学ぶ学問だ。

例えば FRP(Fiber Reinforced Plastics:繊
維強化プラスチック)は軽いけど強い骨の

コロナ禍の中、なんとか伊豆半島でゼミ

合宿を実施することができました。ちょ

っとマスクを外して記念撮影。 
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構造が基盤となり、軽くて丈夫なプラス

チックが作られている。他にもひっつき

虫から生まれたマジックテープやカタツ

ムリの殻から生まれた自浄機能を持つ

外壁タイルなど枚挙に遑がない。しか

し、生物が生き残る為に保持している

生命システムは更に洗練されている。  
私はここ暫くの間、カエル幼生に捕食

者であるサンショウウオ幼生を飼育環境

下に入れて恐怖ストレスがカエル幼生に

どの様な影響を与えるかに関する研究を

行なってきている。 
細胞もその集合体である生物も基本的

に 2 つの生命システムで制御されてい

る。 
それは防衛（防御）か、成長・増殖反

応のいずれかである。 
細胞と同じ様にカエル幼生もヒトもま

た防衛モードに入った時には成長・増殖

活動が制限される。カエル幼生を飼育し

ている所にサンショウウオ幼生を添加す

ると逃げることにエネルギーの全てを使

って闘争・逃走反応を引き起こさなくて

はならない。この時、貯蔵エネルギーを

防衛反応に振り分けるので、必然的に成

長・増殖に回す分は無くなる。成長・増

殖が抑制されるのは他にも理由がある。 
成長・増殖活動は環境との間で物質の

やり取りが有り、生体は環境に対して開

かれた状態になる。例えば食物を取り入

れて排泄物を放出する様な状態だ。しか

し、防衛の視点から考えると、これは敵

に自らの存在を示すシグナルになり危険

である。その為システムを完全に閉ざし

て、察知された脅威と生体の間に防御を

築く方が合理的である。しかし、成長・

増殖の抑制は一方において生体が衰弱し

ていく事を示す。それは成長・増殖には

エネルギーの消費と生産の役割を持つか

らである。 
更に、多細胞生物である我々の身体に

は 2 つの異なる防御システムがある。 
一つはHPA系と呼ばれる視床下部

(hypothalamic)-脳下垂体(pituitary)-副腎
(adrenal)と云う 3 つの器官が脅威に対し

て連携して応答するシステムである。例

えば、ストレスを感知した脳は視床下部

がそれに応答して副腎皮質刺激ホルモン

放出因子(CRF)を放出し、これが脳下垂

体に届く。これにより、脳下垂体から副

腎皮質刺激ホルモン(ACTH)が血液中に

分泌される。ACTHが副腎に届くと闘
争・逃走反応を引き起こす幾つものスト

レスホルモンが分泌され、逃げるのに必

要な筋肉のパワーを引き出す。このスト

レスホルモンは血液を介して全身に送ら

れ消化管に分布している血管を収縮させ

て、血液を腕や足に届く様にする。内臓

に送られていた血液が減少する為、成

長・増殖関係の機能は阻害される。この

様にストレスで生命エネルギーの生産や

蓄積が阻害されるので長期間このストレ

スが続けば上述した様に生命の危機を招

く。 
もう一つの防御システムは免疫系であ

る。体内に入ったウイルスや細菌から

我々を守ってくれるのがこの免疫システ

ムである。しかしながら、この免疫系は
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大変多くのエネルギーを使う。もし、

我々が緊急なストレス状態に置かれた時

には先程述べたHPA系と呼ばれる視床

下部-脳下垂体-副腎が動き出す。その時
にはこのエネルギーを大量に使う免疫系

は邪魔になる。そのため、副腎皮質ホル

モンは免疫系の活動を抑制する。更に、

緊急事態に対応するためのHPA系は瞬
時の応答が必要となる。そのため、血流

の変化とホルモンにより反射的な反応を

コントロールする延髄が中心となり、情

報処理スピードは遅いが論理的な思考が

可能な大脳の活動は低下させているの

だ。 
生物は気の遠くなる様な時間軸の中で

生存を維持して来た。どうして、多くの

捕食者や環境変化がある中で生物は生き

残って来たのだろうか？それには今、記

した様な制御システムを有しているから

だ。紙面の関係上、更に生き残る為の手

段に関しては割愛する。 
 
翻って本当に心配な日本を見るとどう

だろうか？ 
一刻を争う緊急事態では反射のレベル

で緊急事態に対応を求められる。 
２年も続くコロナに対して、毎日全く

同じコメントと同じ対策を延々と続けて

いる。 
また、近隣の危険な国々からはミサイ

ルが飛び、国家防衛に関連する土地など

が買い漁られていても、有効な手段を取

れず時が過ぎている。 
でも、このまま更にストレス状態に放

置すると日本も成長・増殖システムが破

壊され、やがて死滅することになるのだ

ろう。 
もし、我々にカエル幼生レベルの生理

的適応戦略が有ればこんな事にはなって

いないのだろう。 
カエルは 2 億年以上も前から存

在していると言われているが、日

本はどうなるのだろうか？   
（森） 

 

水圏生物病理学研究室 

 

令和3年度の水圏生物病理学研究室は、

学部学生18名、修士課程2年の杉野さん、

齋藤さん、博士課程3年の森さん、日本大

学研究員石川氏（栃木県水産試験場）、

難波先生（日本大学非常勤講師）、柴

崎、間野の計26名体制でした。 

今年度も昨年度と同様コロナの影響下

ではありましたが、メンバーみんなで閉

館間近の京急油壺マリンパークで見学実

習を実施しました。また、本学部の下田

臨海実験所において、2泊3日の宿泊実習

も行いました。下田では、密にならない

よう注意しながら、下田臨海実験所に設

置された水中ドローンの運転や、生物採

集、魚類の寄生虫観察などに取り組みま

した。 

所属学生たちは、多摩川などの自然水

域、養殖場、水族館など、昨年度よりも

多くの魚病研究に取り組むことができま

した。また、ニジマスを実験魚とした魚

類免疫の基礎研究も本格的に始まりまし
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た。魚類免疫の研究については、次年度

以降、海外との共同研究も進めていく予

定です。 

今年の大学院生は3名おり、博士課程3

年の森さんは学部時代から免疫賦活剤が

魚類の粘膜組織の免疫能に及ぼす影響に

関する研究に取り組んできましたが、2報

の論文を国際誌に発表することができま

した。また修士課程2年の齋藤さんは水族

館で発生しているアメーバ症の診断や治

療につながる研究、杉野さんは養鱒業界

に甚大な被害を及ぼしている伝染性造血

器壊死症（IHN）ウイルスに関する研究で

成果を上げました。森さんは動物薬の製

薬会社の研究職として、魚類ワクチンの

研究に取り組む予定です。修士課程の両

名も、技術系の世界に進むことが決まっ

ており、今後の活躍を楽しみにしていま

す。 

今年度も学部生や大学院生たちが卒

業、修了していきますが、長らく本研究

室で研究員として研究・教育にご尽力い

ただき、日大の非常勤講師としても活躍

された難波亜紀先生が、来年度より日本

大学短期大学部三島校舎で助教に着任さ

れることが決まりました。ご所属は変わ

りますが、引き続き共同研究を続け、研

究室の学生の教育にもご協力いただきま

す。また、本研究室と共同研究を行って

きた藪健史先生が、新渡戸文化短期大学

食物栄養学科の教授として着任されるこ

とが決まりました。益々のご活躍を楽し

みにしております。 

コロナ禍の中、多くの卒業生が研究室

を訪れてくれました。社会で活躍されて

いる皆様の話を伺い、教員・学生ともに

刺激をうけ、活力を頂きました。桜水会

の皆様には、引き続きご指導ご協力の程

よろしくお願い致します。 

（間野＆柴崎） 

 
下田臨海実験所 
 
 昨年度に引き続き、コロナ禍により宿泊

と伴う実験・実習がほぼ禁止された 1年で
した。そのため、多くの新入生が楽しみに

している、海洋基礎実習Ⅰは本年度も下田

臨海実験所を使用することなく、学部近郊

での日帰り実習となりました。また、以前

は実施されていたフィールド実習につい

ても、実施されなかったばかりでなく、カ

リキュラムから廃止される事態となって

おり、フィールド教育重視だった学部の教

育体制が変化しつつあるようです。幸い、

学科の小型船舶操縦法実習については毎

回の参加学生数を 16人に制限しながらで
すが、90 名の学生が週替わりで下田臨海

実験所に 1泊して、下田港内での実技講習

および実技試験に臨みました。このうちの

1班は、大雨により熱海地区で大規模土石

流が発生した日に実習が組み込まれてお

り、当日の交通機関の不通により、集合場

所の変更と長時間待機、さらには実習が延

期され 1日翻弄されることになりました。
駅で待つ学生を迎えに向かう途中で筆者

らは、土石流が襲った現場を数分前に通過

していたことを後で知り、命拾いしました。

夏から秋にかけて、コロナ感染者数が減っ
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た時期には、研究室ゼミや卒業研究による

利用が一部ありましたが、コロナ禍以前と

比べると年間利用者の極めて少ない年が

2年続くことになりました。人が使わなく

なると荒廃するのが施設・建物の常ですが、

当実験所も施設内のプレハブ倉庫群の錆

による破損が目立つようになってきてい

ます。使われなくなった倉庫は他と集約す

る必要もありますが、実習・実験に必要な

機材を収納する倉庫ですので、新たな倉庫

の導入を今後、学部にお願いしていく所存

です。その他、夏季の台風により、実験所

下の崖が崩れて土が剥き出しとなり、本年

度は浸食が更に進行しました。下田市とも

協議しながら、安全な実験・実習が行える

設備であり続けるためにも、学部執行部に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
対して、改修の交渉を続けていきたいと考

えております。 
 本年度も危うい場面こそありましたが

幸い、下田臨海実験所関連の事故は無く 1
年を終えることが出来ました。コロナ禍が

明けることを祈りつつ、その暁には下田臨

海実験所を利用する学生および教職員の

皆様が笑顔で実験・実習を実施できるよう、

今後も引き続き努力を払って参る所存で

す。 
 

（臨海実験所長 小島 隆人） 
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会計報告 
 

 
  

令和 3年度日本大学桜水会の収支決算は以下の通りですので、ご報告致します。 

会計担当 小糸 智子 

令和3年度 日本大学桜水会決算報告書
1 の

準会員年会費
繰 越 金
会報発送補助

1,720,000

390,450
200,000

0
1,000

1,782,000

257,442
0
0

259
入
息

収雑
利

の

の

会報・総会案内発送
910,000
900,000

504,479
504,479

運動会Tシャツ、基礎実習I補助ほか
タイピン、ブローチ

業者委託

7件
4名 分 (概論)

水

会議費
会議時交通費補助
消耗品費
アルバイ ト費
の

100,000
20,000
10,000
70,000

３

０

０

３

０

７
　

　

　

７

０

２
　
　

　

２

０

０
　
　
　
　
　
０

５

　

　

　

　

５

0

で
0

以上の通 り、報告いたします。 令和4年4月 1日  会計担当 小糸智子
会計の収支決算は関係諸帳簿および証書類
令和4年 ゎ月ノ7日       監事

同

と照合の結果、正確であることを認めます。

今フヽキねえ③

事業整肇                   1,960,000         1,666,995
会報発行                300,000                0
準会員対策費      650,000     662,159
卒業言已念品        160,000      198,400
総会・同窓会費       0        0
名簿管理費       150,000     226,281
学科バンフレット作成補助費   200,000           0
学会参力曖 補助 (学生)   300,000        24,000
講演 料               150,000        50,620
そθ)他                   50,000          505っ 535

会員名簿発行積立金
令和2年度まで         1,233,696
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桜水会による学会参加補助 

 
 

 
   

学会名 氏名 所属（学年） 発表題目 
日本農芸化学会

2020年度大会 
森笹瑞季 機能化学

（D1） 
不運動・軽運動モデルに対する魚肉タン

パク質の効果の検証 
日本農芸化学会

2020年度大会 
木村圭佑 機能化学

（M1） 
関節固定による筋委縮時の脂質代謝動態 

令和 2年度日本
水産学会春季大

会 

山口雅司 資源利用

（M1） 
クロマグロの成長に伴う普通筋および血

合筋のミオグロビン含量の変化 

令和 2年度日本
水産学会春季大

会 

西山由真 資源利用

（M1） 
加熱温度と塩分がアカイカおよびアメリ

カオオアカイカ外套膜筋肉のタンパク質

分解に及ぼす影響 
令和 3年度日本
水産学会春季大

会 

前川茉莉 生物生理

（B4） 
ゲノムワイド関連解析による養殖ヒラメ

性特異的領域の探索 

令和 2年度と 3年度は以下の学生への学会参加費補助を行いました。 
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事務局便り 
 
〇令和 2 年度から新事務局長を拝命致し

ましたが、令和 2 年度ならびに同 3 年度
ともにコロナ禍のために総会を開くこと

ができないまま令和 3 年度が終わろうと

しております。余り目立たないのですが、

総会以外の活動としては令和 3 年度の決
算報告書にありますとおり、本学科の振興

に貢献するという目的から卒業生による

準会員（在学生）のための講演会の開催と

これに対する補助ならびに日本水産学会

などの学会大会への参加費への補助など

を行って参りました。令和 4年度こそは、
対面型で総会を開催するべく準備を進め

たいと思っております。年度明けに総会の

開催のご案内を送りしますが、6月開催を
予定しております。ただし、新型コロナ感

染の拡大防止の観点から、甚だ残念ではあ

りますが、懇親会は行わないことをご理解

賜りたくお願い申し上げます。 
 
〇本学科に関わるビッグニュースの一つ

に、新学科「海洋生物学科」が令和 5年度
からスタート、というものがあります。現

在の海洋生物資源科学（旧カリ）とのこの

新カリの学生がしばらく混在することに

なります。幸いにも、本学部の中でも本学

科は人気学科の一つであったおかげか、新

学科となったといいましても現在の学科

の基本的な骨格・体制は残ります。しかし

ながら不確定要素もあり、新学科発足後の

桜水会の在り方については会員の皆様と

ともに考えていく必要があります。 

〇令和４年度は本学科の創立 70周年とい
う記念すべき年です。しかし、藤桜祭は令

和 2、3年度に続き令和 4年度も中止とい

う見込みです。記念事業は行なわず先延ば

しに、という機運が強いようです。本学部

内の他のイベントの動向にも目を向けて

みます。コロナ禍の以前には藤桜祭のタイ

ミングに合わせて学部のホームカミング

デイも計画されていましたが、令和４年度

も実現されない模様です。このようなこと

で、本学科の 70周年記念事業も先送りせ

ざるを得なくなっています。コロナ問題が

終息した暁には多数の方々がこのキャン

パスに集まり、そして旧交を温める機会と

なることを心より楽しみにしています。 
 
○令和元年度の卒業生（第 70 期）は 141
名となりました。卒業生各位のご指導、ご

鞭撻をよろしくお願いいたします。これを

加えて、正会員の総数は 9,689名となりま
す。 
 
○桜水会会員各位の住所、勤務先、電話番

号などに変更がありましたら、個人情報保

護の観点から、桜水会ホームページの「名

簿修正依頼」上で直接修正していただくか、 
http:cgi.solution1.jp/osuikai/meibo.php 
もしくは郵送にてご連絡ください。なお、

平成 22年 4月 1日より、日本大学生物資

源科学部の郵便番号が「252-0880」に変更

となっております。ご注意ください。 
 

（事務局長 廣海十朗） 
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編集後記 
 
○本号から桜水会により学会参加補助を

受けた学生と発表題目の一覧を掲載し

ています。また、私が撮影したキャンパ

スの写真も散りばめていますが、お気づ

きになりましたでしょうか？水産学会

大会の合間にキャンパスの桜やモニュ

メントを撮影してみました。皆さんの秘

蔵の写真などあれば掲載できますので、

ぜひお知らせください。 
 
○桜水会のホームページ（HP）を立ち上げ、

学科 HPにリンクしております。桜水会

の沿革・歴史、役員・事務局、各卒業期

の会員数の他、桜水会会報 24 号（平成
11 年度）以降のバックナンバーを掲載

しており、ダウンロードもできますので

是非ご覧ください。学科ホームページの

ア ド レ ス http://hp.brs.nihon-
u.ac.jp/~kaiyo/です。 

 
 

住所変更手続について 
平成 22年 3月 1日より、桜水会ホームページ上から 

名簿（住所・勤務先等）変更届けができるように 

なりました。 

http://hp.brs.nihon-u.ac.jp/~kaiyo/ 

 
 
 
 
 
 

 
 
○同窓会を企画されている幹事の皆様へ  
 
個人情報保護の観点から名簿の提供は

困難な状況です。対応策としまして、総

会案内送付時に、幹事の方が作成された

同窓会開催案内を同封する形をとらせ

て頂いたこともありました。必要に応じ

て、ご相談ください。 
 

（編集担当 澤山英太郎） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

原稿の募集 
桜水会会報 47号の原稿を募集します。

「職場便り」「近況」「クラス会」「随

筆」など、800～1,000字程度にまとめ、

2022 年 12 月末までに下記にお送り下さ

い。なお、原稿は下記の電子メール（添

付ファイルの場合、Wordで作成のこと）

でも受け付けています。 
 

（送付先）〒252－0880 
 神奈川県藤沢市亀井野 1866 
 日本大学生物資源科学部 
 海洋生物資源科学科内 
     桜水会事務局 宛 
 E-mail: 

sawayama.eitaro@nihon-u.ac.jp 
（澤山） 
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日本大学桜水会会報 46 号 
令和 4年 6月 発行 
編集 日本大学桜水会事務局 
発行 日本大学桜水会 
 日本大学生物資源科学部 
 海洋生物資源科学科内 
 〒252-0880 
神奈川県藤沢市亀井野 1866 
電話 0466 (84) 3685 
E-mail: hiromi.juro@nihon-u.ac.jp 

 

学科の活動は以下の SNSでも紹介しています！ 
是非、覗いてください。 


